
平
成
二
十
年
四
月
二
日
提
出

質
問
第
二
五
六
号

一
九
九
六
年
五
月
の
ビ
ザ
な
し
交
流
に
同
行
し
た
際
に
暴
行
を
受
け
た
と
す
る
外
務
省
職
員
並
び
に
暴
行
を
働

い
た
と
さ
れ
る
衆
議
院
議
員
へ
の
外
務
省
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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一
九
九
六
年
五
月
の
ビ
ザ
な
し
交
流
に
同
行
し
た
際
に
暴
行
を
受
け
た
と
す
る
外
務
省
職
員
並
び
に
暴
行
を
働

い
た
と
さ
れ
る
衆
議
院
議
員
へ
の
外
務
省
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
九
九
六
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
日
程
で
国
後
島
を
訪
問
し
た
ビ
ザ
な
し
交
流
（
以
下
、
「
ビ
ザ
な
し
交

流
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
北
方
四
島
訪
問
団
（
以
下
、
「
訪
問
団
」
と
い
う
。
）
に
同
行
し
た
加
賀
美
正
人
現
国
際
情
報
統
括

官
組
織
国
際
情
報
官
（
第
四
担
当
）
は
、
顧
問
と
し
て
「
訪
問
団
」
に
参
加
し
て
い
た
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
か
ら
暴
行
（
以

下
、
「
暴
行
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
二
一
九

号
）
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

ビ
ザ
な
し
交
流
五
周
年
を
記
念
し
て
桜
の
植
樹
（
以
下
、
「
植
樹
」
と
い
う
。
）
並
び
に
「
植
樹
」
の
為
の
苗
木
の
持
込

み
（
以
下
、
「
苗
木
の
持
込
」
と
い
う
。
）
が
「
訪
問
団
」
の
公
式
日
程
（
以
下
、
「
日
程
」
と
い
う
。
）
の
中
に
組
み
込

ま
れ
て
お
り
、
ま
た
一
九
九
六
年
五
月
二
十
四
日
に
「
訪
問
団
」
の
出
発
式
（
以
下
、
「
出
発
式
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
「
苗
木
の
持
込
み
及
び
植
樹
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
三
月

二
十
一
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
一
七
一
号
）
一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
外
務
省
と
し
て
確
認
で
き
る
範

囲
で
は
、
四
島
交
流
の
枠
組
み
で
北
方
領
土
を
訪
問
し
た
御
指
摘
の
訪
問
団
の
具
体
的
な
行
程
を
記
載
し
た
日
程
表
に
明
記

一



さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
承
知
し
て
お
り
、
ま
た
、
北
海
道
庁
か
ら
事
前
に
協
議
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
御
指
摘
の
者
は
御

指
摘
の
訪
問
団
の
出
発
式
に
出
席
し
て
い
た
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
、
外
務
省
と
し
て
は
あ
く
ま
で
「
植
樹
」
及
び
「
苗

木
の
持
込
」
は
承
知
し
て
お
ら
ず
、
北
海
道
庁
か
ら
も
事
前
に
協
議
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
一
方
で
、
加
賀
美
氏
は

「
出
発
式
」
に
出
席
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
る
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
出
発
式
」
で
は
ど
の
様
な
こ
と
が
話
し

合
わ
れ
た
か
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

「
出
発
式
」
で
「
植
樹
」
及
び
「
苗
木
の
持
込
」
に
つ
い
て
の
説
明
も
行
わ
れ
、
「
出
発
式
」
に
出
席
し
て
い
た
加
賀
美

氏
も
当
然
右
の
説
明
を
聞
い
て
い
た
も
の
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

三

一
九
九
六
年
四
月
二
十
四
日
付
の
北
海
道
新
聞
に
「
す
く
す
く
育
て

日
ロ
交
流
の
木

道
植
樹
祭
を
記
念

チ
シ
マ
ザ

ク
ラ
国
後
に
来
月
�
帰
郷
�

ビ
ザ
な
し
訪
問
団
に
苗
木
託
す
」
と
の
見
出
し
で
、
「
五
月
に
根
室
市
で
開
か
れ
る
第
四
十

七
回
道
植
樹
祭
を
記
念
し
て
、
苗
木
五
本
ず
つ
を
国
後
島
に
植
樹
す
る
こ
と
が
、
二
十
三
日
ま
で
に
決
ま
っ
た
。
苗
木
は
植

樹
祭
直
後
に
同
島
を
訪
れ
る
日
本
側
ビ
ザ
な
し
訪
問
団
に
託
さ
れ
、
現
地
の
島
民
に
植
樹
し
て
も
ら
う
。
（
中
略
）
苗
木

は
、
五
月
二
十
四
日
の
植
樹
祭
の
前
日
に
検
疫
を
済
ま
せ
、
式
典
で
堀
達
也
知
事
と
大
矢
市
長
か
ら
訪
問
団
代
表
二
人
に
渡

さ
れ
る
。
訪
問
団
は
交
流
促
進
を
願
う
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
、
南
ク
リ
ー
ル
地
区
行
政
府
に
渡
す
予
定
だ
。
」
と
、

二



「
植
樹
」
及
び
「
苗
木
の
持
込
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
記
事
が
あ
る
が
、
外
務
省
は
右
の
記
事
を
承
知
し
て
い
る
か
。

四

一
九
九
六
年
五
月
二
十
五
日
付
の
北
海
道
新
聞
に
「
根
室
で
北
海
道
植
樹
祭

堀
知
事
ら
参
加
」
と
の
見
出
し
で
、
「
堀

知
事
と
大
矢
快
治
根
室
市
長
か
ら
、
今
回
の
植
樹
祭
を
記
念
し
て
国
後
島
に
植
え
る
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
と
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
苗

木
各
五
本
が
、
二
十
五
日
出
発
す
る
ビ
ザ
な
し
訪
問
団
長
の
辻
中
義
一
羅
臼
町
長
ら
に
贈
ら
れ
た
。
」
と
、
「
植
樹
」
及
び

「
苗
木
の
持
込
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
記
事
が
あ
る
が
、
外
務
省
は
右
の
記
事
を
承
知
し
て
い
る
か
。

五

一
九
九
六
年
五
月
二
十
五
日
付
の
読
売
新
聞
夕
刊
に
「
ビ
ザ
な
し
交
流
団
出
発

北
方
四
島
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
植
樹
も
」

と
の
見
出
し
で
、
「
一
行
は
二
十
六
日
ま
で
同
島
に
滞
在
し
、
一
昨
年
十
月
の
北
海
道
東
方
沖
地
震
以
後
、
中
断
さ
れ
て
い

た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
う
ほ
か
、
根
室
の
市
木
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
と
道
木
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
を
ロ
シ
ア
人
島
民
と
一
緒
に
記
念
植

樹
し
て
、
交
流
を
深
め
る
。
」
と
、
「
植
樹
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た
記
事
が
あ
る
が
、
外
務
省
は
右
の
記
事
を
承
知
し
て
い

る
か
。

六

三
と
四
及
び
五
の
記
事
の
様
に
、
「
植
樹
」
の
実
施
並
び
に
「
苗
木
の
持
込
」
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
記
事
が
「
訪
問

団
」
が
出
発
す
る
前
に
既
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
加
賀
美
氏
は
「
出
発
式
」
に
出
席
し
て
お
り
、
外
務
省
と
総
理
府

（
当
時
）
と
で
入
念
に
す
り
あ
わ
せ
が
な
さ
れ
た
上
で
作
成
さ
れ
た
「
日
程
」
に
も
「
植
樹
」
を
実
施
す
る
旨
書
か
れ
て
い

三



る
の
に
、
そ
れ
で
も
外
務
省
、
ま
た
加
賀
美
氏
が
「
植
樹
」
の
実
施
並
び
に
「
苗
木
の
持
込
」
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
な

か
っ
た
と
言
う
の
は
極
め
て
不
自
然
で
何
の
説
得
力
も
な
い
と
考
え
る
が
、
外
務
省
の
見
解
如
何
。

七

「
暴
行
」
に
つ
い
て
加
賀
美
氏
が
一
九
九
六
年
五
月
二
十
七
日
付
で
作
成
し
た
報
告
書
（
以
下
、
「
報
告
書
」
と
い

う
。
）
と
同
年
同
月
三
十
日
付
の
医
師
の
診
断
書
（
以
下
、
「
診
断
書
」
と
い
う
。
）
を
、
外
務
省
は
「
暴
行
」
が
あ
っ
た

と
判
断
す
る
根
拠
に
し
て
お
り
、
「
報
告
書
」
に
つ
い
て
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
「
当
時
の
報
告
書
に
は
、
御
指
摘
の
事
実

が
御
指
摘
の
訪
問
団
が
使
用
し
た
船
舶
内
で
あ
っ
た
こ
と
を
含
め
、
御
指
摘
の
事
実
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
た
と
承
知
し
て

お
り
、
十
分
な
客
観
性
を
有
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
「
報
告
書
」
に
は
、
加
賀

美
氏
が
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
か
ら
殴
ら
れ
た
の
か
ま
た
は
蹴
ら
れ
た
の
か
、
体
の
ど
こ
に
暴
行
を
受
け
た
の
か
等
、
「
暴

行
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
様
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

「
報
告
書
」
に
は
、
「
暴
行
」
が
「
訪
問
団
」
が
使
用
し
た
船
舶
内
の
ど
こ
で
行
わ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

九

「
報
告
書
」
に
は
、
何
を
理
由
に
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
が
「
暴
行
」
を
行
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

四



十

「
報
告
書
」
に
は
、
「
暴
行
」
が
行
わ
れ
た
場
に
加
賀
美
氏
と
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
の
他
に
誰
が
い
た
と
書
か
れ
て
い

る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
「
訪
問
団
」
の
一
員
と
し
て
「
ビ
ザ
な
し
交
流
」
に
参
加
し
、
「
暴
行
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
現
場
に
居
合
わ
せ
て
い
た
「
訪
問
団
」
団
長
で
あ
る
辻
中
義
一
羅
臼
町
長
、
野
村
義
次
北
海
道
議
会
議
員
、
中
津
俊
行
根

室
支
庁
長
、
大
濱
芳
嗣
総
務
庁
北
方
対
策
本
部
参
事
官
補
佐
（
い
ず
れ
も
当
時
）
の
四
名
に
対
し
て
、
「
暴
行
」
の
事
実
が

あ
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
二
〇
〇
二
年
三
月
十
三
日
と
十
四
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
大
室
征
男
、
関
根
靖
弘
両

弁
護
士
を
通
じ
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
そ
れ
を
記
録
し
た
文
書
（
以
下
、
「
文
書
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
て
い
る
こ

と
は
こ
れ
ま
で
の
質
問
主
意
書
等
で
重
ね
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
報
告
書
」
で
右
の
四
名
に
つ
い
て
は
触
れ

ら
れ
て
い
る
か
。

十
一

「
報
告
書
」
に
は
、
「
暴
行
」
が
行
わ
れ
た
時
に
十
の
人
物
は
ど
の
様
な
反
応
を
示
し
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
か

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
二

「
報
告
書
」
に
は
、
「
暴
行
」
を
受
け
た
後
に
加
賀
美
氏
が
ど
の
様
な
対
応
を
と
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

十
三

外
務
省
が
「
暴
行
」
を
最
初
に
公
表
し
た
の
は
い
つ
か
。
そ
の
具
体
的
な
日
に
ち
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五



十
四

十
三
の
日
に
ち
と
「
暴
行
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
一
九
九
六
年
五
月
二
十
七
日
に
時
間
差
は
あ
る
か
。

十
五

十
四
で
、
時
間
差
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
な
ぜ
外
務
省
が
「
暴
行
」
の
事
実
を
「
暴
行
」
が
あ
っ
た
直
後

に
公
表
し
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

十
六

外
務
省
が
「
暴
行
」
を
最
初
に
公
表
す
る
際
に
、
「
ビ
ザ
な
し
交
流
」
及
び
「
訪
問
団
」
の
関
係
者
に
「
何
か
あ
っ
た

ら
宜
し
く
頼
み
ま
す
」
と
の
、
「
暴
行
」
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
話
を
合
わ
せ
て
欲
し
い
と
口
裏
を
合
わ
せ
る
様
な
依
頼

を
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
と
承
知
す
る
が
、
外
務
省
が
右
の
様
な
依
頼
を
関
係
者
に
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
七

「
政
府
答
弁
書
」
で
は
、
外
務
省
に
お
け
る
「
報
告
書
」
の
配
付
先
に
当
時
の
欧
亜
局
ロ
シ
ア
課
、
当
時
の
条
約
局
法

規
課
及
び
大
臣
官
房
総
務
課
、
外
務
大
臣
、
事
務
次
官
、
外
務
審
議
官
、
官
房
長
及
び
当
時
の
欧
亜
局
長
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
当
時
欧
亜
局
ロ
シ
ア
課
長
、
条
約
局
法
規
課
長
、
大
臣
官
房
総
務
課
長
、
外
務
大
臣
、
事
務
次
官
、
外
務
審
議
官
、

官
房
長
及
び
欧
亜
局
長
の
任
に
就
い
て
い
た
人
物
の
氏
名
を
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
八

「
報
告
書
」
の
配
付
を
受
け
て
、
十
七
の
人
物
か
ら
「
報
告
書
」
並
び
に
「
暴
行
」
に
つ
い
て
何
ら
か
の
意
見
は
出
さ

れ
た
か
。

十
九

十
八
で
、
出
さ
れ
た
の
な
ら
、
ど
の
様
な
意
見
が
出
さ
れ
た
の
か
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

六



二
十

「
政
府
答
弁
書
」
で
は
、
「
平
成
八
年
五
月
二
十
七
日
に
外
務
省
欧
亜
局
長
（
当
時
）
が
御
指
摘
の
議
員
と
の
間
で
本

件
に
つ
い
て
電
話
で
や
り
取
り
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
、
「
暴
行
」
が
あ
っ
た
後
に
外
務
省
欧
亜
局
長
が
鈴
木
宗
男

衆
議
院
議
員
と
電
話
で
話
を
し
た
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
電
話
で
の
や
り
取
り
の
際
に
、
当
時
の
外
務
省
欧

亜
局
長
は
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
と
ど
の
様
な
内
容
の
話
を
し
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二
十
一

二
十
の
電
話
で
の
や
り
取
り
を
記
録
し
た
文
書
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

二
十
二

前
回
質
問
主
意
書
で
も
触
れ
た
様
に
、
当
方
は
当
時
の
浦
部
欧
亜
局
長
と
「
暴
行
」
に
つ
い
て
や
り
取
り
を
交
わ
し

た
こ
と
は
記
憶
し
て
い
る
が
、
電
話
で
や
り
取
り
を
し
た
記
憶
は
な
い
。
浦
部
氏
が
直
接
当
方
の
元
を
訪
れ
、
話
を
し
た
の

に
、
外
務
省
が
浦
部
氏
と
当
方
が
電
話
で
「
暴
行
」
に
つ
い
て
や
り
取
り
を
し
た
と
言
う
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

二
十
三

「
暴
行
」
の
後
、
外
務
省
は
加
賀
美
氏
に
対
し
て
ど
の
様
な
対
応
を
と
っ
た
か
。
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
何
ら
明
確

な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
再
度
質
問
す
る
。

二
十
四

外
務
省
ま
た
は
加
賀
美
氏
が
「
暴
行
」
を
行
っ
た
と
す
る
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
に
対
し
て
法
的
手
段
に
訴
え
な
い

理
由
に
つ
い
て
、
「
政
府
答
弁
書
」
は
じ
め
こ
れ
ま
で
の
答
弁
書
で
は
何
ら
明
確
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
右
は

「
政
府
答
弁
書
」
で
「
そ
の
他
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
文
書
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

七



る
。
」
と
外
務
省
が
答
弁
し
て
い
る
様
に
、
そ
の
こ
と
を
記
録
し
た
文
書
が
現
在
残
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
外
務
省
と
し
て
説

明
が
で
き
な
い
か
ら
か
。
確
認
を
求
め
る
。

二
十
五

外
務
省
は
十
の
四
名
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
「
暴
行
」
の
事
実
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
。

二
十
六

十
の
四
名
は
当
方
が
加
賀
美
氏
を
激
し
く
叱
責
し
た
こ
と
は
認
め
て
い
る
が
、
誰
一
人
と
し
て
「
暴
行
」
を
目
撃
し

て
お
ら
ず
、
ま
た
「
暴
行
」
が
な
さ
れ
た
と
い
う
記
憶
は
な
い
と
の
証
言
を
し
て
お
り
、
必
要
と
あ
れ
ば
「
文
書
」
の
写
し

を
提
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
右
の
四
名
の
証
言
に
対
す
る
外
務
省
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二
十
七

外
務
省
が
「
暴
行
」
が
あ
っ
た
と
考
え
る
根
拠
は
、
結
局
は
「
報
告
書
」
と
「
診
断
書
」
の
二
つ
の
み
で
あ
る
と
考

え
て
良
い
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

八


